
当社
Euro
域での
的な
NC-6
Hosp
⽇本に

 
その

プラザ
お知ら

＜各位＞

台湾

社は、主要パ
opharma社
の第Ⅲ相臨床
研究や治療
6004の臨床
pital, Taiwa
におけるがん

の⼀環として
ザ内）を⾒学
らせいたしま

＞ 

湾の NC-6

パイプライン
（台湾）と共
床試験が進捗

療を⾏ってい
床試験を担当

n）を団⻑に
ん治療の最先

て、訪⽇団が
学されるとと
ます。 

6004（ナノ
が当社

ンであるNC-6
共同で⾏って
捗しています
いる機関や⼤
されている

に、同⼤学病
先端施設の視

が5⽉22⽇に
ともに、当社

ナ
代

問
電

ノプラチン
社を訪問し

 
6004（ナノプ

ており、現在
す。アジア地
⼤学病院など
Dr. Wu-Ch

病院の先⽣、
視察や研究機

に当社を訪問
社の臨床開発

 これ
らに深
両者間
のよう
NC-60
る所存
 
 
最前列
■Prof.
 of Na

■Prof.
Chen

■国⽴が
■Prof.
 Natio

■当社

ナ ノ キ
代 表 取 締

（ 4 5
問合せ先 取
電話番号 0

ン®）臨床試
しました 

プラチン®）の
在、台湾、シ
地域での臨床
どの施設で
ou Su（Nat
医師その他医

機関との意⾒

問され、当社
発チームとも

により当社の
まり、NC-6
で共有する
な機会で得ら

004 の開発推
です。   

左から 
 Jenq-Chan
ational Che
 Jang-Yang

ng Kung Un
がん研究セン
 Bor-Shyan
onal Cheng 
取締役 COO

平

ャ リ ア
締 役 社 ⻑
7 1  東 証

取締役CFO兼
 3 - 3 5 

 
試験実施機関

のアジア地域
ンガポール、

床試験は、各国
進められて
tional Chen
医療関係者の

⾒交換を実施

の研究施設
も意⾒交換等

の臨床開発チ
6004 の医薬
ことができま
られた知⾒や
推進により⼀

     

ng Lee, Dep
ng Kung Un

g Chang, De
iversity 

ンター 松村
ng Sheu, Su

Kung Unive
O 花⽥博幸 

平成 26 年 5 ⽉

ア 株 式
⻑  中 冨
証 マ ザ ー
社⻑室⻑ 中
4 8 - 0 

関関係者 

域での開発を
、⾹港などア
国でがん治療

ていますが、
ng Kung Un
の⽅々が訪⽇

施されました

（東⼤柏ベン
等を⾏いまし

チームとの連
薬品開発の重
ました。今後
や協⼒関係を
⼀層の⼒を注

     

puty Superin
niversity 
ean of Natio

村保広先⽣ 
uperintende
ersity 

⽉ 28 ⽇ 
 

会 社 
⼀ 郎 

ー ズ ） 
中塚琢磨 

2 1 7 

をOrient 
アジア地
療の中核

台湾で
niversity 
⽇され、
。 

ンチャー
したので、

連携がさ
重要性を
後は、こ
を活かし、
注いで参

     

ntendent 

onal  

nt of 

 
以上 

     

     


